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5×10二3という値であきり著しい開きがない・

　以上の結果だけを取り上げてみれば，海水源という見

方にはな1まだ有利ではあるが，Cl一とHBO2との比率

が海水の10倍以上の値をとることや，．C42＋とMg2＋の

量的な割合が海水の場合と全く異なるなどの点を考えに

入れると，海水源であるかどうかについてけ，今後なお

検討を要する問題が蝶されているよ，うに思われる。

　以上述べたことがらを要約すると，芦原温泉はCl一，

Na＋，Ca2＋を主成分とし，その湧出過程でHCO3一を

．含む地下水を混合し，さらにSO42一を二次的にとりこ

んで，現在のような成分的特徴を有するに至つたと結論

される。

3．　泉源保全に関する考察

　前章の各項目で1ま，主として芦原温泉の熱構造につい

て説明を加えたが，ここではこれらの資料と温度，湧出

量，化学成分，水位等に関する若干の資料を基にして，・

泉源保全に関する問題を考察してみることにする。

　芦原温泉は明治16年発見されて以来，乱掘をおそれて

源泉数を74本に押えてきた。この措置は一面において芦

原温泉の泉源保護の上に木きな役割をはたし，現在国内

の他の温泉には水位の低下，湧出量の不足に悩むものが『

あるおりから，なお依然としてかなり高い水位を保ち，

水量にもさほどの不足を訴えないことは，源泉数を制限

したことに帰因するとみて，まず問違いないところであ

る。

　しかし，このような内規は必ずしもよい影響のみを与
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第1表． 芦原温泉化学成分表

名 称

水　仙
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　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃
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鉄
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或

日
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←
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47．5
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48
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41．0

29．0

28．7

63．0

69．0

86．0

74，0

101．0

81．0

85025．0

1162　36．0

1460　60．0

56017．5

工63072．0

87633．0

1750　65．0

1874　86．0

1102、49．．5

1730　69．0

1874　70．0

1716　68．0

61919．5

1816，69．0

1846　79．0

1874　86．0

2400104．O

l816　82．0

2448106．0

1770　77．0

19．7

43．8

35．11

37．1

21．9

17、7

17．5

22．8

23．6

27．8

27．0

35．1

25．3

17．5

19．7

20。2

11．8

23．6

15．3

26．1

27．0

19．7

24．1

23．6

24．4

17．5

21．9

27．0

26．！

32．0

26．1

39．4

25』3

T．S，M．

40。3　5505

57．9　　7859
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